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２
０
１
９
年
の
田
沼
意
次
侯
生
誕

３
０
０
年
を
契
機
に
、
功
績
の
顕
彰

や
市
民
の
誇
り
の
醸
成
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、「
田
沼
再
興
」
の
象
徴
・

聖
地
と
し
て
市
内
外
に
発
信
す
る
た

め
、
全
国
初
と
な
る
銅
像
の
建
立
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
募
金
活

動
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
多
く

の
方
々
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、 

月 
 

日
、
予
定
を
大
幅
に
前
倒
し
で

目
標
金
額
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
心
よ
り
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

早
速
、
銅
像
の
製
作
に
着
手
し
、

来
春
５
月
下
旬
の
除
幕
を
め
ざ
し
て

作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

2020 年（令和２年） 

12 月2 日 水曜日 

第 14 号 

発 行：田沼意次侯生誕 300 年記念事業実行委員会 

〒421-0592 静岡県牧之原市相良 275（市観光課内） 

電 話：0548-53-2623   ＦＡＸ：0548-52-3772 

E-mail：sangyo@city.makinohara.shizuoka.jp 

田沼氏に関する情報をこちらまでお寄せください 

通信 

「田沼意次侯銅像募金」 
目標金額に到達！ 

赤堀 康彦 様（静岡県牧之原市）、甘蔵さかした 様（静岡県牧之原市）、伊東 潔 様（静岡県牧之原市）、

内山 卓也 様（静岡県牧之原市）、㈱Ｆ・ぶらっど 様（静岡県牧之原市）、大石 隆 様（静岡県牧之原市）、

大石 勝 様（静岡県牧之原市）、太田 吉香 様（静岡県牧之原市）、㈲オクトパス産商 様（静岡県牧之原市）、

㈱笠原産業 様（静岡県牧之原市）、粂田 浩之 様（静岡県牧之原市）、栗山 忠 様（静岡県牧之原市）、壽

亭 様（静岡県牧之原市）、近藤 英次郎 様（静岡県牧之原市）、櫻井敏明税理士事務所 様（静岡県牧之原市）、

四季会 様（静岡県牧之原市）、スズキ ヨシミ 様（不明）、竹内金物店 様（静岡県牧之原市）、田沼 和大 様

（静岡県伊豆市）、田沼 一三 様（静岡県伊豆市）、田沼 倖祈 様（静岡県伊豆市）、田沼 駿 様（静岡県伊

豆の国市）、田沼 貴生 様（静岡県伊豆市）、田沼 拓真 様（静岡県伊豆の国市）、田沼 喜行 様（静岡県伊

豆の国市）、田村輪業 様（静岡県牧之原市）、辻村 浩之 様（静岡県牧之原市）、中田 恵理子 様（静岡県牧

之原市）、長谷川 和男 様（静岡県静岡市）、長谷川 倫和 様（静岡県牧之原市）、㈱はなここ 様（静岡県牧

之原市）、㈲藤波園 様（静岡県牧之原市）、牧之原市国保年金課職員一同 様（静岡県牧之原市）、増田 茂美 

様（静岡県牧之原市）、宮部 勉 様（静岡県牧之原市）、八木 吉美 様（静岡県牧之原市）、若杉建設㈱ 様

（静岡県牧之原市） 

＜10/29 から 11/30 までに募金いただいた皆様＞ ご支援、ありがとうございます！  ※五十音順 

 ※10/28 までに募金いただいた方は、「意次通信」の第８号、９号、10 号、11号、13号に掲載しています。 

多
く
の
ご
支
援
に
よ
り
前
倒
し
で
達
成 

来
春
５
月
の
除
幕
に
向
け
て
製
作
に
着
手 

銅像のモデルとなる「田沼意次 肖像画」 

（牧之原市史料館所蔵） 

田沼意次侯の銅像は、相良城の本丸跡に建つ市史料館前、
「相良城址」石碑（第 16 代徳川宗家当主：徳川家達公爵
揮毫）の横に建立されます。（矢印が示す丸で囲った辺り） 

「田沼意次侯銅像募金」の結果（概要） 

募金総額：８，４６１，２８２円（R2.12.1 時点） 

     ※台座寄贈で当初目標額 1,000 万円より減額 

寄 付 者：３５５名（個人・企業・団体） 

mailto:sangyo@city.makinohara.shizuoka.jp
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給
食
を
通
し
て
、
市
の
偉
人
・
歴

史
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
想
い

か
ら
、 

月 
 

日
、
意
次
侯
に
ち
な

ん
だ
「
意
次
コ
ロ
ッ
ケ
」
が
市
内
小

中
学
校
の
給
食
で
提
供
さ
れ
ま
し

た
。 

 

こ
の
日
は
、
意
次
侯
が
遠
州
相
良

藩
主
に
就
任
し
た
日
、
す
な
わ
ち
「
わ

が
ま
ち
の
殿
様
」
に
な
っ
た
日
で
す
。 

 

地
域
学
習
で
意
次
侯
を
テ
ー
マ
に

学
ん
で
い
る
相
良
小
学
校
の
６
年
３

組
で
は
、「
他
の
学
校
の
み
ん
な
に
意

次
を
知
っ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。 

田沼意次侯銅像募金 
ご支援ありがとうございました！ 

募金総額 8,461,282 円（R2.12.1 時点） 
来春５月の除幕をめざします。 

田沼意次侯に関する 
情報はこちらから！ 

http://okitsugu.com/ 

世界で活躍する書家の吉永さん 
田沼意次侯銅像の題字を揮毫 

給食で市の偉人知って！ 
「意次コロッケ」を提供 

意
次
侯
が
発
行
の
「
南
鐐
二
朱
銀
」
を 

モ
チ
ー
フ
に
銘
菓
『
二
朱
銀
』
が
誕
生
！ 

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
女
流
書
家
の
吉
永
益
美
さ
ん
が
、
銅
像
台
座
に
取
り

付
け
る
銘
板
の
題
書
を
揮
毫
、 

月 
 

日
、
贈
呈
す
る
た
め
に
市
役
所
榛
原
庁
舎

を
訪
れ
、
関
係
者
を
表
敬
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

吉
永
さ
ん
は
３
歳
か
ら
書
く
こ
と
を
始
め
、
日
本
文
化
で
あ
る
「
書
」
を
国
内

外
に
広
め
る
た
め
、
世
界 

 

ヶ
国
以
上
で
作
品
展
示
や
揮
毫
公
演
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
牧
之
原
市
に
あ
る
相
良
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２

０
１
９
年
の
意
次
侯
生
誕
３
０
０
年
記
念
大
祭
で
は
、
幅 

 

メ
ー
ト
ル
の
大
作
を

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
披
露
し
、
こ
う
し
た
御
縁
か
ら
銘
板
の
題
書
を
揮
毫
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

贈
呈
を
受
け
た
あ
と
の
歓
談
で
は
、
銅
像
を
生
か
し
た
功
績
の
継
承
や
大
河
ド

ラ
マ
誘
致
へ
の
挑
戦
、「
田
沼
再
興
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
今
後
の
顕
彰
活
動
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
、
意
次
侯
や
「
南

鐐
二
朱
銀
」
の
説
明
も
付
い
て
い
ま
す
。 

販 売 元：甘蔵さかした 
所 在 地：静岡県牧之原市坂部 4972 
電  話：0548-29-0507 
営業時間：午前 10 時～午後６時  定休日：月曜日 

 

２
０
１
９
年
の
田
沼
意

次
侯
生
誕
３
０
０
年
を
契

機
に
、
意
次
侯
が
貨
幣
改
革

に
お
い
て
発
行
し
た
「
南
鐐

二
朱
銀
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
郷
土
銘
菓
『
二
朱
銀
』
が

商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。 

 

上
品
な
甘
さ
で
し
っ
と

り
と
口
溶
け
の
良
い
上
生

菓
子
で
、
お
茶
請
け
に
よ
く

合
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
牧
之
原

茶
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。 

【
価
格
】 

 

１
個 

２
７
０
円
（
税
込
） 

 

８
個 

２
１
６
０
円
（
税
込
） 

田沼意次侯ＰＲキャラクター
「意次くん」を春巻きの皮にプ
リントし、中には牧之原産茶葉
を入れました。 

田沼意次侯 PR キャラクター 
「意次くん」 

揮毫した題書「遠州相良藩主 田沼意次侯」を持つ吉永益美さん（中央）、 
杉本基久雄牧之原市長（左）、河野研司実行委員長（右） 

拡大 


